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厚生労働省は平成 21 年よりレセプト情報・特定健診等情報データベース（NDB）を構築している。

保険請求情報の 95％以上が集められた NDB は、保険診療の特徴を明らかにする上での有用性が期待さ

れている。今回平成 27 年度分のレセプト情報を抽出した第 2 回 NDB オープンデータを元に、慢性腎

臓病（CKD） 関連するエリスロポエチン製剤（ESA）、さらにリン吸着薬、高カリウム血症治療薬、

球形吸着炭、の都道府県別処方量を比較した。また、CKD 患者あたりの処方量と、各種医療・社会的

因子との相関係数を求めた。さらに、男性率、人口密度、世帯収入、病床数、腎臓専門医数を説明変

数として多変量解析を行った。1 年間の総処方量は、ESA が 2,373,777 本，リン吸着薬が 585,485,115

錠であった。CKD 患者あたりの ESA 及びリン吸着薬の処方量は、それぞれ 6.1，4.9 倍の都道府県差が

あり、いずれも CKD 患者あたりの腎臓専門医数と有意な正の相関（いずれも r=0.69）があった。多変

量解析では、CKD 患者あたりの腎臓専門医数のみが CKD 患者あたりの ESA 及びリン吸着薬処方量の

有意な説明変数であった。比較的均一な医療制度下の本邦においても、CKD 関連薬の処方量に地域差

があり、その要因について更なる検討が望まれる。 
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